
Ⅴ．各高等教育機関の役割等

関係資料
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高等教育機関の役割分担のイメージ

専門職大学院

高等学校等

学術重視 職業重視

産
業
界
、
社
会
人

職業や実際生
活に必要な能
力の育成、教
養の向上を目
的とした教育

専門教育
（学術重視）

教養教育

専門教育
（職業重視）

専門教育
(職業/実際生活)

教養教育

学術の深奥を極める
ための教育研究

高度専門職業教育

高度専門職業教育

大学院［修士・博士］

大学 短期大学

高等
専門
学校

専門
教育

(技術者
教育)

普通科
総合
学科

専門学科

専修
学校

専門職大学・
専門職短期大学

専門教育
（専門性が求められる職業）

教養教育

H30.5.11中央教育審議会大学分科会将来構想部会（第17回）資料1-1より
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25

26

中学校

普通科 総合学科
専門学科

（専門高校）

高等学校

大学

（修士課程）

大学院 （博士課程）

短期大学

専
攻
科

専
攻
科

高
等
専
門
学
校

専修学校
専門課程
（専門学校）

専修学校
高等課程

専
門
職

大
学
院

編入学可能 大学院入学可能

飛び入学可能

【入学資格に関する注記（※）】
※１ 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者
※２ 文部科学大臣が指定する専門学校（修業年限が4年以上等）を修了した者
※３ 修業年限が2年以上で総授業時間数が1,700時間以上又は62単位以上の専門学校を修了した者
※４ 修業年限が2年以上その他の文部科学大臣が定める基準を満たす高等学校等の専攻科を修了した者
※５ 高等学校に2年以上在学した者（またはこれに準ずる者）で、大学が定める分野で特に優れた資質を有する者
※６ 大学に3年以上在学した者（またはこれに準ずる者）で、大学院が定める単位を優秀な成績で修得した者

※１

※２

※３

※４

高等教育機関の接続について

専
攻
科

（年齢）

高
等
教
育

中
等
教
育

※５

※６

専
門
職
大
学

専
門
職
短
期
大
学

【修業年限に関する注記（◆）】
◆１ 医学・歯学・獣医学・薬学（臨床に係る実践的な能力を培うことを

主たる目的とするもの）は修業年限６年
◆２ 商船に関する学科は修業年限５年６か月
◆３ 専攻科の修業年限は1年以上

◆１

◆２

◆３

◆３

◆３

◆３

【編入学について】
編入学においては、必ずしも３年次への編入とは限らない

高等教育機関の接続
H30.5.11中央教育審議会大学分科会将来構想部会（第17回）資料1-1より
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専門職大学・専門職短期大学・専門職学科の制度化

○産業構造の急激な転換（第四次産業革命､国際競争の激化）
○就業構造の変化
○少子･高齢化の進展、生産年齢人口の減少

理論にも裏付けられた高度な実践力を強みとして、専門業務を牽引できる人材

変化に対応して、新たなモノやサービスを創り出すことができる人材

経済社会の状況

大学・短大 専門学校
高度な

実践力

豊かな

創造力

○幅広い教養や、学術研究
の成果に基づく知識・理論
とその応用の教育

○特定職種の実務に直接
必要となる知識や技能の教育

かつ

高等教育をめぐる状況
○高等教育進学率の上昇（大学教育のユニバーサル化）
○産業界等のニーズとのミスマッチ
○より積極的な社会貢献への期待と要請

高度な

実践力
豊かな

創造力
≪例≫【観光分野】：適確な接客サービスに加えて、サービスの向上や旅行プランの開発を企画し、実行できる人材

【農業分野】：質の高い農産物の生産に加えて、直売、加工品開発等も手掛け、高付加価値化、販路拡大等を先導できる人材
【情報分野】：プログラマーやデザイナーとしての実践力に加えて、他の職業分野と連携し、新たな企画構想を商品化できる人材 など

今後の成長分野を見据え、新たに養成すべき専門職業人材

新たな高等教育機関

専門職大学・専門職短期大学

＋

・ 新たな機関は、教養や理論に裏付けられた実践力を育成するものであること等を踏まえ、大学体系に
位置づけ、大学等と同等の評価を得られるようにする。

・ 既存の大学・短大の一部における「専門職学科」も制度化

質の高い実践的な職業教育を行うことを制度的に義務付けられた新たな高等教育機関を創設

専門職大学・専門職短期大学への産業界の期待

（資料）2018年4月17日（一社）日本経済団体連合会「高等教育に関するアンケート」主要結果より
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（文部科学省、日本私立短期大学協会調べ）

公 立 公立・私立の合計私 立

【参考】政令指定都市：人口50万人以上、中核都市：人口30万人以上、特例都市：人口20万人以上、その他の都市：人口20万人未満

13.3%
政令指定

都市

33.3%
中核都市

6.7%
特例都市

46.7%
その他の

都市

東京都内・

政令指定都市

13.3%

中核都市

33.3%

その他の

都市

53.3% 9.3%
東京都内

26.7%
政令指定

都市

21.9%
中核都市

6.8%
特例都市

35.6%
その他の

都市

東京都内・

政令指定都市

36.0%

中核都市

21.9%

その他の

都市

42.1%
8.9%

東京都内

26.1%
政令指定

都市

22.4%
中核都市

6.7%
特例都市

35.9%
その他の

都市

東京都内・

政令指定都市

35.0%

中核都市

22.4%

その他の

都市

42.6%

短期大学所在都市規模分布（平成29年度）

短期大学は、全国に幅広く分布しているが、４割以上が中核市よりも人口規模が小さい地方都市に設置され、
地方の進学機会の確保に重要な役割を果たしている。

（出典：全国公立短期大学協会「公立短期大学実態調査表」、日本私立短期大学協会調べ）

56.0%

71.3%

85.8%

52.4%

59.2%

68.7%

72.3%

76.7%

57.3%

68.6%

72.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人文

社会

教養

工業

農業

保健

家政

教育

芸術

その他

全体

短期大学の分野別自県内就職率（平成29年3月卒業者）

短期大学の自県内就職率（平成29年3月卒業者）は７割を超えており、分野別でみると、教養（85.8％）、
教育（76.7％）、家政（72.3％）、社会（71.3％）の順に高い。

※自県内就職率：就職決定者に占める自県内就職者数の割合
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学校数 a
（本科,専攻科）

本科
学科数（注1）

本科
入学定員

本科
在学生数 b

専攻科
在学生数 b

１校当たりの在学生数
（本科,専攻科）b/a

国立 51 51 185 9,360 48,630 2,947 954 58
公立 3 3 7 720 3,556 186 1,185 62
私立 3 2 8 460 2,172 55 724 28
計 57 56 200 10,540 54,358 3,188 954 57

区
分

①工 業
②
商船

③
①・②
以外
（注３）

計
機械系 電気・

電子系
情報系 化学系

建築・
建設系

その他
（注２）

学
科
数

40 52 31 22 29 18 5 3 200

入
学
定
員

1,645 2,125 1,245 880 1,160 3,165 200 120 10,540

１．設置者別学校数、在学生数等の現状（平成29年度）

２．本科分野別学科数・入学定員（人）（平成29年度）

（注）
１．学科再編による募集停止中の学科を除く。
２．工業の「その他」は、デザイン、総合工学システム、総合システム工学、ものづくり工学、
生産システム工学等の各学科である。

３．工業・商船以外は、経営情報、国際ビジネス、ビジネスコミュニケーションの各学科である。

３．分野別学科数

出典：文部科学省調べ

機械系, 20%

電気・電子系, 
26%

情報系, 16%

化学系, 11%

建築・建設系, 
15%

その他, 9%

②, 3% ③, 2%

高等専門学校の現状

・ベトナム商工省（2017年1月）
および同教育訓練省（2018年
1月）と包括連携協定締結

タイの理数系中高一貫校から
高専へ留学開始（ 2018年4月）

現地校に高専コースを
開講（ 2018年5月）

日本の産業基盤となる技術者を５０年以上にわたり育成してきた高専型教育のリソースを各国のニーズに応じて展開

・ハノイ事務所を設置（2018年
3月）

現地高専の
１期生が
卒業予定
（2019年6月）

モンゴル

タイ
(リエゾンオフィスの設置) （現地での専門科目教員研修）

ベトナム

（2018年4月林大臣表敬・東京高専視察）

ティラキアット・タイ教育大臣による
林文部科学大臣表敬と高専の視察

（2018年5月仙台高専視察）

（モンゴル・ベトナムからの訪日研修）

ASEAN・中東・中南米・
アフリカ諸国からの
政府視察団の来訪急増

タイ

ベトナム

国立高等専門学校機構
リエゾンオフィス：
カリキュラムの策定や教材開発支援、日本での
教職員研修受け入れ等を実施。
グローバル研修：
現地教職員を育成するとともに、カリキュラム
や教材を共同開発。 2017年度に延べ111名の教
員研修の受入れを実施。

（開講式の様子）
（タイの理数系中高一貫校;チュラポー
ン王女サイエンスハイスクール）

今後７年間で約100名に拡大予定

日本型高等専門学校教育制度（KOSEN）の海外展開
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○ 同一の都道府県内の高校からの進学者の比率が高い

68.0%

42.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

専門学校

大学

引用：第13回地方大学の振興及び若者雇用等に関する有識者会議（平成29年11月21日） 参考資料2

専門学校の現状（高校新卒者の県内進学）

H29.11.29中央教育審議会大学分科会将来構想部会（第9回）福田委員提出資料より（一部編集）

※大学は学校基本調査（文部科学省Ｈ２８）より作成。
※専門学校は、「専門学校生への効果的支援の在り方に関する実証研究事業」による

専門学校調査より作成。

○ 私立専門学校は新規高卒者のほか社会人の受入れに対応
➢学校数2,622校のうち1,420校（54.2％）で受入れ ➢学生数563千人のうち59千人（10.5％）が社会人

○ 正規課程以外にも附帯教育事業（短期課程）でも受入れ

1,262 
1,183 

1,230 
1,337 

1,276 

1,420 

276 232 260 284 
382 390 

1,538 

1,415 
1,490 

1,621 1,658 

1,810 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

受入れ学校数の推移

専門学校

正規課程

専修学校

（専門学校含む）

附帯事業

総 数

60,509 62,275 61,421 63,902 

49,282 

59,048 

38,180 

48,626 
42,249 

47,187 47,984 

58,273 

98,689 

110,901 
103,670 

111,089 

97,266 

117,321 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

受入れ総人数の推移

専門学校

正規課程

専修学校

（専門学校含む）

附帯事業

総 数

（校） （人）

引用：第13回地方大学の振興及び若者雇用等に関する有識者会議（平成29年11月21日） 参考資料2

専門学校の現状（社会人の受入れ）

H29.11.29中央教育審議会大学分科会将来構想部会（第9回）福田委員提出資料より（一部編集） 出典：平成28年度私立高等学校等実態調査
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○ 平成28年度の専門学校における留学生数は約5万人、前年度に比して1万1千人超増加

20,483 
22,679 23,585 

25,146 26,229 
28,542 29,514 30,278 30,910 31,592 32,666 

35,405 
39,097 39,749 39,641 39,567 39,979 41,396 

43,478 

23,239 23,993 

27,946 

35,222 

45,243 

52,981 

58,324 
61,152 60,420 59,510 60,520 

64,327 

70,021 68,901 69,274 
67,437 

65,865 
67,472 

72,229 

1,328 1,574 2,077 
3,774 4,611 4,479 3,481 3,091 2,474 2,110 2,117 2,224 2,093 1,827 1,603 1,438 1,433 1,414 1,530 

592 593 589 506 467 451 506 531 543 539 538 557 551 516 484 464 484 519 564 

5,656 6,916 
8,815 

12,324 
17,173 

21,233 
23,833 25,197 

21,562 22,399 
25,753 

27,914 27,872 
25,463 25,167 24,586 

29,227 

38,654 

50,235 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

大学院・大学（学部）・短期大学・高等専門学校・専門学校における留学生数の推移（各年5月1日現在）

大学院 大学学部 短期大学 高等専門学校 専門学校

データ引用：日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」

（人）

専門学校の現状（留学生の受入れ）

H29.11.29中央教育審議会大学分科会将来構想部会（第9回）福田委員提出資料より（一部編集）

修士の数は米・独・仏・英・韓と比較して、1/3程度。また、人文・社会科学の割合が極端に低い。

注：
＜日本＞当該年度の4 月から翌年3 月までの修士号取得者数を計上。「その他」は、教養、国際関係、商船等である。
＜米国＞当該年9 月から始まる年度における修士号取得者数を計上。「その他」には「軍事科学」、「学際研究」等の学科を含む。
＜ドイツ＞標記年の冬学期及び翌年の夏学期における修士（標準学修期間1～2 年）及びディプローム数である。教員試験（国家試験）等合格者（教育・教員養成学部以外の学生で教員試験に合格した者を含む）は、ディプロームの

「教育・教員養成」に含まれる。
＜フランス＞当該年（暦年）における修士号（通算5 年）の取得者数。
＜英国＞当該年（暦年）における大学などの上級学位取得者数を計上。修士は、学卒者を対象とする資格を含む。例えば、教育の修士には学卒者教員資格（PGCE）課程の修了者21,310 人を含む。連合王国の値であり、留学生を

含む。「その他」はマスコミュニケーション及び複合課程を含む。
＜韓国＞標記年の2 月における修士号取得者数を計上。2017 年の人口データは2016 年を使用。
＜中国＞高等教育機関以外で大学院課程をもつ研究機関等の学位取得者を含む。専攻分野別の数値は不明。

資料：
日本は文部科学省、「学位授与状況調査」
＜米国＞NCES,IPEDS,“Digest of 
Education Statistics”
＜韓国＞韓国教育省・韓国教育開発院、
「教育統計年報」各年版
＜その他の国＞2008 年度：文部科学省、

「教育指標の国際比較」各国最新年度：文
部科学省、「諸外国の教育統計」

出典：
科学技術指標2018，科学技術・学術政策
研究所，調査資料－274，2018年8月

人口100万人当たりの学位取得者数比較（修士）

主要国の修士号取得者数を人口100万人当たりで見ると、日本は2014 年度で570人と少ない数値である。他国の最新年の値を見ると、最も多
い国は英国で、3,697人と群を抜いている。次いで米国（2,446人）、ドイツ（2,359人）となっている。一方、最も少ない国は中国で350人である。

2008年度と各国最新年を比較すると、日本は微減、その他の国は増加しており、特に、フランス、英国の伸びは大きい。
また、数は少ないが中国の伸びも著しい。（科学技術指標2018より抜粋）
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博士の数は米・独・英・韓と比較して、1/2程度。また、人文社会科学の割合が極端に低い。

注：
＜日本＞当該年度の4 月から翌年3 月までの博士号取得者数を計上。「その他」には、教養、国際関係、商船等を含む。
＜米国＞当該年9 月から始まる年度における博士号取得者数を計上。「その他」には「軍事科学」、「学際研究」等の学科を含む。なお、ここでいう博士号取得者は、“Digest of Education Statistics”に

掲載されている“Doctor's degrees”の数値から医学士や法学士といった第一職業専門学位の数値のうち、「法経」、「医・歯・薬・保健」、「その他」分野の数値を除いたものである。
＜ドイツ＞当該年の冬学期及び翌年の夏学期における博士試験合格者数を計上。
＜フランス＞当該年（暦年）における博士号（通算8 年）の取得者数。
＜英国＞当該年（暦年）における大学など高等教育機関の上級学位取得者数。連合王国の値であり、留学生を含む。「その他」はマスコミュニケーション及び複合課程を含む。
＜韓国＞標記年の2 月における博士号取得者数を計上。2017 年の人口データは2016 年を使用。
＜中国＞高等教育機関以外で大学院課程をもつ研究機関等の学位取得者を含む。専攻分野別の数値は不明。

資料：

日本は文部科学省、「学位授
与状況調査」、その他の国は
修士課程の図表と同じ。

主要国の博士号取得者数を人口100万人当たりで見ると、日本は2014 年度で118人と少ない数値である。他国の最新年の値を見ると、最も多
い国は英国(353人)、次いでドイツ(348 人)である。一方、最も少ない国は中国(38人)である。

2008年度と各国最新年を比較すると、日本以外の国は全て増加している。大きく伸びているのは韓国、英国、米国である（米国のデータにつ
いては注意書きを参照のこと）。（科学技術指標2018より抜粋）

出典：
科学技術指標2018，科学技術・学術政策
研究所，調査資料－274，2018年8月

人口100万人当たりの学位取得者数比較（博士）

• 修士課程入学者は平成22年度をピークとして減少したが、近年は若干の回復傾向がみられる。
• 一般学生は緩やかに減少傾向、社会人学生は微減傾向、留学生が平成15年度から29年度までの間で約3千

人増加し、比率としても5%弱の増加。
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出典：学校基本統計（文部科学省）

修士課程入学者の推移

（人）
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調査に回答した総計3,413専攻のうち、修士課程入学者数３人未満の割合は約19％（632専攻）。
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全体：3413専攻（国立：1156専攻、公立： 252専攻、私立： 2005専攻）

入学定員充足率

入学者数 0～2人 51人～

私立 15.5% 93.6%

公立 20.6% 118.6%

国立 20.5% 104.4%

全体 16.2% 101.3%

修士課程における専攻別入学者数の分布

【出典】文部科学省委託調査「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた
教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）

（注）1 専攻・課程単位で調査
2 各年度10月1日現在

（注）1 専攻・課程単位で調査
2 各年度10月1日現在

【出典】文部科学省委託調査「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた
教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）

修士課程における専攻別入学者数の分布(人文、社会、教育）

「人文科学」、「社会科学」分野は、修士課程入学者数の少ない専攻の割合が非常に大きい。
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人文科学：564専攻（国立：77専攻、公立： 35専攻、私立： 452専攻）専攻
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社会科学：678専攻（国立：102専攻、公立： 41専攻、私立： 535専攻）
専攻
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教育：236専攻（国立：142専攻、公立： 3専攻、私立： 91専攻）専攻
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「工学」分野は、修士課程入学者が31人以上の専攻の割合が大きい。
一方、「保健」分野は、修士課程入学者数の少ない専攻の割合が大きい。

（注）1 専攻・課程単位で調査
2 各年度10月1日現在

【出典】文部科学省委託調査「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた
教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）

修士課程における専攻別入学者数の分布（理工農系、保健）
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理学：217専攻（国立：108専攻、公立： 16専攻、私立： 93専攻）専攻
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農学：157専攻（国立：107専攻、公立： 8専攻、私立： 42専攻）専攻
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工学：770専攻（国立：363専攻、公立： 45専攻、私立： 362専攻）
専攻
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保健：329専攻（国立：106専攻、公立： 58専攻、私立： 165専攻）

修士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は近年低下傾向にあり、平成25年度においては人文、社会科学
分野の入学者充足率が7割以下となっている。

※「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略
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（出典）学校基本統計、全国大学一覧より作成第84回大学院部会（平成30年4月20日） 資料

修士課程の入学者充足率の推移（分野別）
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出典：学校基本統計（文部科学省）
※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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修士課程修了者の進学率の推移（分野別）

修士課程修了者の博士課程への進学率は、各分野を通じて減少傾向。
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博士課程入学者のうち、修士課程を修了して博士課程に進学する者を主とする一般学生の入学者数は、
平成15年度の約1.2万人をピークに大幅に減少、平成28年度には最大時の約半数の約0.6万人に低下。

この「一般学生」は将来研究者となる者の多い層であることが期待されることから、将来における国際競争力の
地盤沈下が懸念。

出典：学校基本統計（文部科学省）

博士課程入学者の推移

（人）

修士課程を修了して博士に進学する者が大幅に減少
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博士課程における専攻別入学者数の分布

（注）1 専攻・課程単位で調査
2 各年度10月1日現在

【出典】文部科学省委託調査「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた
教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）

調査に回答した総計2,486専攻のうち、約23％で博士課程入学者数0人の状態。
特に私立では、入学者数0人が約37％、3人未満まで含めると約7割になる。
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全体：2486専攻（国立：895専攻、公立： 157専攻、私立： 1434専攻）

博士課程における専攻別入学者数の分布（人文、社会、教育）

（注）1 専攻・課程単位で調査
2 各年度10月1日現在

【出典】文部科学省委託調査「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた
教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）

「人文科学」、「社会科学」分野は、博士課程入学者数の少ない専攻の割合が非常に大きい。
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人文科学：389専攻（国立：55専攻、公立： 16専攻、私立： 318専攻）専攻
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社会科学：429専攻（国立：63専攻、公立： 21専攻、私立： 345専攻）
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教育：54専攻（国立：23専攻、公立： 0専攻、私立： 31専攻）
専攻
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博士課程における専攻別入学者数の分布(理工農系、保健）

（注）1 専攻・課程単位で調査
2 各年度10月1日現在

【出典】文部科学省委託調査「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた
教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成30年3月 リベルタス・コンサルティング）

「工学」分野は、博士課程入学者の少ない専攻の割合が非常に大きい。また、「保健」分野は、博士課程入学者数の少ない専攻の割合が大きい。
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理学：186専攻（国立：91専攻、公立： 16専攻、私立： 79専攻）専攻
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農学：130専攻（国立：84専攻、公立： 7専攻、私立： 39専攻）専攻
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工学：572専攻（国立：278専攻、公立： 31専攻、私立： 263専攻）専攻
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保健：414専攻（国立：152専攻、公立： 42専攻、私立： 220専攻）専攻
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博士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は全体的に低下傾向にあり、平成25年度においては
人文・社会・工学・農学系の入学者定員充足率が５割前後となっている。

※ 「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略

（出典）学校基本統計、全国大学一覧より作成第84回大学院部会（平成30年4月20日） 資料

博士課程の入学者充足率の推移（分野別）
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